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２
０
２
４
年
11
月
３
日
、

滑
川
町
は 

歳
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
５
４
年
に
福
田
村
と
宮
前
村
が
合
併
し
、

両
村
の
間
を
流
れ
る
川
の
名
か
ら
「
滑
川
村
」
が
誕
生
し
て
70
年
。

１
９
８
４
年
に
は
町
制
を
施
行
し
「
滑
川
町
」
と
な
っ
て
40
年
。

人
で
い
え
ば
ま
さ
に
壮
年
期
、

心
身
と
も
に
充
実
し
た
時
期
で
す
。

こ
の
間
、
町
の
歩
み
と
共
に
大
き
く
姿
を
変
え
た
も
の
や
、

ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

滑
川
町
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
先
も
ず
っ
と
誇
り
に
思
う
町
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

輝
く
未
来
に
向
け
て
、

こ
こ
か
ら
新
た
な
物
語
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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発刊に当たって
滑川町長　大塚信一

　滑川町は、埼玉県のほぼ中央に位置する首都近
郊の町として発展してまいりました。２つの駅を有
し、近隣には高速道路のインターチェンジが位置
する交通利便性の高い地域でありながら、令和５
年１月には古くから伝わる伝統的な農法「比企丘
陵の天水を利用した谷津沼農業システム」として
日本農業遺産に認定されたように、豊かな自然と
里山の姿を残す首都圏のオアシスとして、多くの方
が移住してきております。
　特に、全国的に人口の減少や少子化が課題と
なっている昨今、町の人口は着実に増加しておりま
す。合計特殊出生率では全国平均を大きく上回り、
県内では常に上位に位置し、令和６年４月に民間
の有識者グループ「人口戦略会議」では100年後
も消滅しない町として注目を集めています。町の将
来を展望するに誠に喜ばしい状況であります。
　滑川町は、「住んでよかった 生まれてよかったま
ちへ 住まいるタウン滑川」を基本に、ピカッと輝
く町を目指し、元気なまちづくりに引き続き取り組
んでまいります。
 この要覧は、滑川町の特色を紹介したものです。
町のガイドブックとして多くの皆様にご活用いただ
き、町政へのご理解とご支援をいただければ幸い
です。

On November 3, 2024, Namegawa Town celebrated 
40 years since the Town’s establishment.
In the course of our history since 1984, some things have changed 
greatly, while others have remained the same.
Namegawa Town will now start a new chapter in its history, so that 
the children born here will continue to be proud of their town in the 
future.

On the Occasion of Publication
Nobuichi Otsuka, 
Mayor, Namegawa Town

Namegawa Town is located in the vicinity of Tokyo, 
near the center of Saitama Prefecture. Many 
people are moving to the community as a Tokyo 
metropolitan area oasis that, while having two 
train stations and good access to expressways, still 
retains its rich nature and satoyama landscapes 
to such a degree that the Yatsunuma Agricultural 
System Uti l iz ing Rainwater f rom the Hiki 
Hills was recognized as one of Japan’s Globally 
Important Agricultural Heritage Systems in 2023.
The Town’s population has steadily increased, 
and in 2024 in the Population Strategy Council, a 
private-sector expert group, it drew attention as a 
town that would not disappear in 100 years.
I hope that this brochure, which presents the 
unique features of Namegawa Town, will be useful 
to many people.
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滑川町の “ 暮らしやすさ ” を

３つのキーワードでご紹介します。

年少人口割合

出典：統計からみた埼玉県市町村
のすがた2024

第
県内

位

滑
川
町
は
人
口
増
加
率
・

出
生
率
と
も
に
全
国
有
数
で
、

子
育
て
中
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

特
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
子
育
て
し
た
く
な
る

理
由
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
応
援
施
策
が
い
っ
ぱ
い
！

　
「
子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
町
」
を
自
負
す

る
滑
川
町
で
は
、子
ど
も
は
地
域
の
宝
と
捉
え
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感

で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、
お
子

さ
ん
を
出
産
し
た
世
帯
に
第
１
子
か
ら
「
滑

川
町
子
育
て
応
援
金
」
の
支
給
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
終
了
ま
で
の
こ
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
や
、
町
内
在
住
の
す
べ

て
の
方
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
に
も
全
国
に
先
駆
け
て
取
り

組
み
、
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
支
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
内
に
は
３
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、

通
学
距
離
が
３
㎞
以
上
の
希
望
す
る
児
童
に

は
令
和
５
年
度
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

を
開
始
。
不
審
者
や
交
通
事
故
等
か
ら
児
童

を
守
り
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
、
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
室
も
充
実
し
て
い
る

他
、住
民
の
助
け
合
い
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

共
働
き
家
庭
も
安
心
で
す
。

自
然
と
触
れ
合
え
る
子
育
て
環
境

　
町
の
北
部
に
は
広
大
な
国
営
武
蔵
丘
陵
森

林
公
園
や
緑
豊
か
な
田
園
が
広
が
り
、
四
季

折
々
の
豊
か
な
自
然
と
触
れ
あ
え
る
子
育
て

環
境
も
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
で
は
、
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
通
し
て
、
自
然

環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
食
育
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
、
谷

津
田
米
は
通
年
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
滑

川
産
食
材
で
つ
く
る
地
産
地
消
の
給
食
を
提

供
す
る
日
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
滑

川
町
の
環
境
は
、ま
さ
に
“
子
育
て
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
町
”
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。 

11子育てNo.
１

キーワード
4 4 4 4 4

The No. 1 Town for Raising Children
Namegawa Town has some of the highest population 
growth rates and birth rates in Japan, and is 
especially preferred by families raising children.
The primary reason is that we strive to provide 
generous childcare support. Namegawa Town is 
one of the first municipalities in Japan that provide 
free medical care for children and free school meals. 
We also offer community childcare support centers 
and after-school care centers. In the last few years, 
we have begun distributing childcare assistance 
payments starting from the first child and operating 
school buses for children commuting long distances.
Namegawa Town is also highly regarded for its 
environment where residents can interact with the 
rich nature of the four seasons and for its emphasis 
on food education, such as our special school lunches 
made with Yatsuda (rice paddies located in the 
valleys of low-lying hilly areas called yatsu) rice.

子どもまつり

小学校の調べ学習

谷津田米を使用した地産地消の給食

青空おはなし会

スクールバス

地域子育て支援拠点

子ども向けの楽しい

イベントがいっぱい。
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A Fulfilling Environment for 
Living
The well-appointed living environment 
of Namegawa Town is supported mainly 
by the young generation.
The reason is, first of all, accessibility. 
There are two stations, Shinrin-Koen 
Station and Tsukinowa Station, and 
it takes about 60 minutes to get to the 
central area of Tokyo, so many people 
here commute to work or school. There 
is also a direct train all the way through 
to Shin-Yokohama Station. Besides 
major roads, the Higashimatsuyama 
I nt er ch a nge  a nd  R a n za n- Ogawa 
Interchange of the Kan-etsu Expressway 
are also nearby.
The two large shopping malls are also 
convenient, and an increasing number of people are moving from central Tokyo to the residential area around the station.
Since the population of the younger generation is increasing, in the 2024 report of Japan’s Population Strategy Council it was stated that the 
Town would not disappear in the future.

都
心
や
周
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
抜
群

　
町
南
部
に
は
、
東
武
東
上
線
の
森
林
公
園

駅
と
つ
き
の
わ
駅
が
あ
り
、
都
心
は
も
ち
ろ

ん
近
隣
地
域
へ
の
通
勤
・
通
学
な
ど
に
多
く

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。都
心
ま
で
約
60
分
、

し
か
も
乗
車
時
に
混
み
合
う
こ
と
な
く
、座
っ

て
ラ
ク
ラ
ク
通
勤
・
通
学
で
き
る
こ
と
も
魅

力
で
す
。

　
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
か
ら
は
新
横
浜
ま
で

乗
り
換
え
な
し
の
直
通
運
転
も
始
ま
り
、
ど
こ

へ
行
く
に
も
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

買
い
物
や
お
で
か
け
も
便
利

　

駅
の
周
辺
に
は
緑
豊
か
な
住
宅
地
が
広

が
っ
て
お
り
、
環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で
庭
付

き
一
戸
建
て
に
住
み
た
い
と
、
都
心
な
ど
か

ら
移
住
す
る
人
々
も
増
え
て
い
ま
す
。
ア
ク

セ
ス
が
良
い
の
で
、
転
職
や
転
勤
を
せ
ず
に

移
住
で
き
る
こ
と
も
滑
川
町
が
選
ば
れ
る
ポ

イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

　

町
内
に
は
２
つ
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
全
く
不
便
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
道
47
号
深
谷
・
東

松
山
線
や
国
道
２
５
４
号
な
ど
の
幹
線
道
路

の
他
、
関
越
自
動
車
道
の
東
松
山
Ｉ
Ｃ
と
嵐

山
小
川
Ｉ
Ｃ
が
近
く
に
あ
り
、
休
日
に
は
遠

出
の
ド
ラ
イ
ブ
も
楽
し
め
ま
す
。

　

充
実
し
た
住
環
境
は
若
い
世
代
を
中
心

に
高
く
評
価
さ
れ
、「
い
い
部
屋
ネ
ッ
ト
街
の

幸
福
度
＆
住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
４
〈
埼
玉
県
版
〉」
で
は
、「
住
み
続
け

た
い
街
」
自
治
体
部
門
で
滑
川
町
が
４
年
連

続
第
２
位
、
駅
部
門
で
は
つ
き
の
わ
駅
が
第

１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
に
支
持
さ
れ
る
町

　
令
和
６
年
発
表
の
「
人
口
戦
略
会
議
」
報

告
書
に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
若
年

女
性
人
口
の
増
加
予
測
自
治
体
は
全
国
で
わ

ず
か
８
つ
。そ
の
１
つ
が
滑
川
町
で
す
。ま
た
、

全
国
に
65
し
か
な
い
「
自
立
持
続
可
能
性
自

治
体
」
の
１
つ
で
も
あ
り
、
将
来
的
に
も
消

滅
し
な
い
町
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

22
キーワード
4 4 4 4 4

住み続けたい街
駅部門

出典：いい部屋ネット街の幸福度＆
住み続けたい街ランキング2024

〈埼玉県版〉

充実した
住環境
２つの駅から通勤・通学も座ってラクラク。

緑豊かな住宅街や、

暮らしに便利なショッピングモール。

若い世代に支持される理由がここにあります。

東京メトロ副都心線

JR山手線

相鉄線

西
谷

海
老
名

湘
南
台

新
横
浜

森
林
公
園

つ
き
の
わ

渋
谷

日
吉

相鉄
新横浜線

東海道新幹線

東急新横浜線・
東横線 東武東上線

池
袋

東
京

品
川

東京メトロ
丸ノ内線

和
光
市

朝
霞
台

川

　越

川
越
市

小
川
町

最短 分49

首都圏への
アクセス図

通勤も、通学も、

おでかけも。

アクセスばつぐん。

環境も良く、

日常の買い物も便利。

つきのわ駅
森林公園駅

つきのわ駅周辺の住宅街つきのわ駅前ショッピングモール

なめがわ森林モールと
県道47号深谷・東松山線

第
県内

位
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四
季
折
々
に
楽
し
め
る
自
然
公
園

　
滑
川
町
は
、
全
国
で
初
め
て
の
国
営
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
た
「
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
」
の
あ
る
町
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
丘
陵
地
の
地
形
と
里
山
の
自
然
を
活
か
し
た
園
内
は
、

四
季
折
々
の
花
々
で
彩
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
か
れ
ま
す
。
休
日
に
は
、
森
の
癒
し
を
求
め
て
訪

れ
た
多
く
の
来
場
者
た
ち
が
、
季
節
の
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、

愛
犬
を
ド
ッ
グ
ラ
ン
で
走
ら
せ
た
り
…
…
。
家
族
で

訪
れ
た
来
場
者
に
は
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
冒
険
コ
ー
ス
や

む
さ
し
キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
、
水
遊
び
場
、
運
動
広
場
の
ぽ

ん
ぽ
こ
マ
ウ
ン
テ
ン
な
ど
が
大
人
気
で
す
。

広
大
な
森
は
自
然
学
習
の
場

　
３
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
森
の
中
に
は
、
貴

重
な
動
植
物
も
生
育
、
生
息
し
て
お
り
、
森
の
生
き
物

や
自
然
環
境
を
学
ぶ
の
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
な
め
が

わ
っ
子
た
ち
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
校
外
学
習
で
訪

れ
ま
す
。

　
公
園
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
ク
イ
ズ

を
交
え
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
里
山
を
活
か

し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
野
生
生
物
の
生
態
や
自
然
の

不
思
議
、
し
く
み
に
つ
い
て
五
感
を
使
っ
て
学
べ
る
の

も
、
自
然
が
身
近
な
滑
川
町
な
ら
で
は
で
す
。

東
京
ド
ー
ム
65
個
分
の
緑
の
オ
ア
シ
ス

「
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
」
。

四
季
折
々
の
花
々
で
彩
ら
れ
る

自
然
公
園
に
は
、
憩
い
を
求
め
る
人
々
が

町
内
外
か
ら
集
い
ま
す
。

33 広
大
な

自
然
公
園

キーワード
4 4 4 4 4

子どもたちの

自然学習の場にも。
１人当たり
都市公園面積

出典：統計からみた埼玉県市町村の
すがた2024

第 位

A Town with a Vast Natural Park
Namegawa Town is home to Musashi-Kyuryo National Government Park. Taking 
advantage of the hilly terrain and natural beauty of satoyama, the traditional 
agricultural landscape, the vast 304-hectare park is decorated with seasonal flowers, 
and many seasonal events are held there. There are also numerous play areas for 
children, such as a traditional playground and a water playground, that are visited by 
many people from inside and outside the Town.
The park is also a good place to learn about forest creatures and the natural 
environment, and the children of Namegawa Town visit for outdoor classes. Being able 
to learn about nature using your five senses is a special feature of Namegawa Town, 
where nature is close at hand.

※

※2022年版までは県内1位。人口増加により小鹿野町に僅差で１位をゆずった。

季節ごとに

花々が咲き乱れる

憩いのスポット。

広い森の中で、

思いっきり遊ぼう！

県内
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日本農業遺産に認定！

－現代～未来へ－

小学校児童による谷津沼清掃

Project for Natural Restoration of Miyako Tanago  (Japanese bitterling)
Miyako Tanago  (Japanese bitterling) is a freshwater fish native to Japan and is a rare fish designated as a national 
natural monument.
It was discovered in a reservoir in the Town around 1985, and artificial breeding started in 1994. In 2000, the 
Namegawa Town Eco Museum Center became the center of breeding efforts, and in 2021, the Namegawa Town 
Satoyama Project began. It is expected that the project, which aims at the fish’s return to nature and is being 
carried out in cooperation with local communities, families, and schools, will also lead to the development of 
children’s human potential.

　
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
日
本
固
有
の
淡
水
魚
で
、

か
つ
て
は
関
東
一
円
の
水
辺
に
広
く
生
息
し

て
い
ま
し
た
。
都
市
化
の
進
展
で
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
お
り
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
希
少
な
魚
で
す
。

　

昭
和
60
年
頃
、
町
内
の
た
め
池
で
相
次

い
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
平

成
６
年
か
ら
役
場
庁
舎
内
で
人
工
繁
殖
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
12
年

か
ら
は
、
滑
川
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
飼
育
し
、
人
工
繁
殖
や

そ
の
生
態
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
か
ら
国
営
武
蔵
丘

陵
森
林
公
園
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地

域
の
自
然
環
境
保
全
滑
川
町
里
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
森
林
公
園
内
に
位
置

す
る
沼
で
、定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
、生
き
物
・

水
質
調
査
、
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
復
帰
に
向
け
て
は
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
の
繁
殖
に
欠
か
せ
な
い
二
枚
貝
が
す
め

る
よ
う
に
、
沼
の
良
好
な
環
境
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、

地
域
や
学
校
と
も
連
携
・
協
働
し
て
、
生

存
条
件
の
調
査
と
整
備
、
放
流
試
験
の
方

法
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

滑
川
町
に
再
び
自
然
状
態
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
生
息
地
を
復
元
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
力
の
育
成
に
も
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミヤコタナゴの自然復帰を目指すプロジェクト

The Present, Being Recognized as One of Japan’s 
Globally Important Agricultural Heritage Systems, 
and into the Future
In 2023, the Yatsunuma Agricultural System Utilizing Rainwater from 
the Hiki Hills was recognized as one of Japan’s Globally Important 
Agricultural Heritage Systems. It took 1,000 years to complete the 
energy-saving water supply system, which utilizes the natural flow down 
of water, but the basic mechanism has not changed to this day.
This sustainable agricultural system is a world-class piece of agricultural 
heritage of which we can be proud.

千
年
の
伝
統
が
脈
々
と
続
く

谷
津
沼
農
業
シ
ス
テ
ム

　

令
和
５
年
１
月
17
日
、
滑
川
町
を
中

心
と
し
た
比
企
丘
陵
地
域
の
「
比
企
丘

陵
の
天
水
を
利
用
し
た
谷
津
沼
農
業
シ

ス
テ
ム
」
が
「
日
本
農
業
遺
産
」
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
た
め
池
か
ん
が
い
」
を
基
盤
と
す
る

こ
の
地
域
の
農
業
シ
ス
テ
ム
は
、
用
水

確
保
に
お
け
る
地
形
的
マ
イ
ナ
ス
を
プ

ラ
ス
に
転
じ
る
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

人
力
に
よ
る
開
発
の
た
め
、
地
域
を
網
羅

す
る
シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
は
千
年
も
の

歳
月
を
要
し
ま
し
た
が
、
緩
や
か
な
丘

陵
地
の
「
標
高
差
」
と
、
高
所
か
ら
低

所
へ
と
流
れ
る
「
水
の
自
然
流
下
作
用
」

に
着
目
し
た
、
シ
ン
プ
ル
で
完
成
度
の

高
い
「
省
エ
ネ
水
供
給
シ
ス
テ
ム
」
は
、

そ
の
基
本
的
な
し
く
み
を
変
え
る
こ
と

な
く
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

人
が
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
荒

廃
す
る
里
山
が
多
い
中
、「
た
め
池
か
ん

が
い
」
を
農
業
の
基
盤
と
す
る
当
地
域

で
は
、
時
代
の
要
請
や
変
化
に
対
応
し

つ
つ
、
絶
え
ず
自
然
と
の
無
理
の
な
い

関
わ
り
方
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
持
続
可
能
な
農
業
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、

世
界
に
誇
る
べ
き
農
業
遺
産
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ふるさと納税の返礼品としても人気の谷津田米

小学校で行われる稲刈りの体験学習

「日本農業遺産」に認定

エコミュージアムセンターに展示されている国の天然記念物「ミヤコタナゴ」

ミヤコタナゴの人工繁殖のようす

国営武蔵丘陵森林公園と連携した里山の保全活動

2021 NAMEGAWA 滑川町勢要覧 2024

滑川町の
シンボル

「ミヤコタナゴ」
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1
9
5
4

1
9
5
4
（
昭
和

（
昭
和
2929
年
）
年
）		

◉◉　　
1111
月月		

福
田
村
と
宮
前
村
が
合
併
し
、
滑
川
村
と
な
る

福
田
村
と
宮
前
村
が
合
併
し
、
滑
川
村
と
な
る

1
9
5
6

1
9
5
6
（
昭
和

（
昭
和
3131
年
）
年
）		

◉◉　
９
月

　

９
月		

役
場
庁
舎
が
福
田
に
完
成

役
場
庁
舎
が
福
田
に
完
成

1
9
6
2

1
9
6
2
（
昭
和

（
昭
和
3737
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

福
田
中
学
校
と
宮
前
中
学
校
が
統
合
し
、

福
田
中
学
校
と
宮
前
中
学
校
が
統
合
し
、

	
	

	
	

滑
川
中
学
校
と
な
る

滑
川
中
学
校
と
な
る

		

　
　

９
月

　
　

９
月		

滑
川
中
学
校
の
校
舎
が
福
田
に
完
成

滑
川
中
学
校
の
校
舎
が
福
田
に
完
成

1
9
6
6

1
9
6
6
（
昭
和

（
昭
和
4141
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

村
立
滑
川
幼
稚
園
が
開
園

村
立
滑
川
幼
稚
園
が
開
園

		

　
　
　
　

1010
月月		

埼
玉
国
体
に
よ
り
国
体
旗
が
来
村

埼
玉
国
体
に
よ
り
国
体
旗
が
来
村

1
9
7
1

1
9
7
1
（
昭
和

（
昭
和
4646
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

東
武
東
上
線
森
林
公
園
駅
開
設

東
武
東
上
線
森
林
公
園
駅
開
設

1
9
7
3

1
9
7
3
（
昭
和

（
昭
和
4848
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

東
松
山
地
区
消
防
組
合
が
発
足

東
松
山
地
区
消
防
組
合
が
発
足

1
9
7
4

1
9
7
4
（
昭
和

（
昭
和
4949
年
）
年
）		

◉◉　
７
月

　

７
月		

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
が
開
園

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
が
開
園

		

　
　
　
　

1111
月月		

県
道
熊
谷
・
東
松
山
有
料
道
路
が
開
通

県
道
熊
谷
・
東
松
山
有
料
道
路
が
開
通

1
9
7
5

1
9
7
5
（
昭
和

（
昭
和
5050
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
松
寿
荘
」
完
成

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
松
寿
荘
」
完
成

		

　
　

６
月

　
　

６
月		

上
水
道
が
村
内
全
域
に
普
及

上
水
道
が
村
内
全
域
に
普
及

1
9
7
7

1
9
7
7
（
昭
和

（
昭
和
5252
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

東
松
山
工
業
団
地
造
成
工
事
完
成
、
分
譲
開
始

東
松
山
工
業
団
地
造
成
工
事
完
成
、
分
譲
開
始

1
9
7
8

1
9
7
8
（
昭
和

（
昭
和
5353
年
）
年
）		

◉◉　
５
月

　

５
月		

村
内
各
学
校
（
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）

村
内
各
学
校
（
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
）

	
	

	
	

で
給
食
関
始

で
給
食
関
始

1
9
7
9

1
9
7
9
（
昭
和

（
昭
和
5454
年
）
年
）		

◉◉　　
1111
月月		

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

1
9
8
0

1
9
8
0
（
昭
和

（
昭
和
5555
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

総
合
体
育
館
の
落
成
式

総
合
体
育
館
の
落
成
式

1
9
8
1

1
9
8
1
（
昭
和

（
昭
和
5656
年
）
年
）		

◉◉　　
1212
月月		

役
場
新
庁
舎
完
成

役
場
新
庁
舎
完
成

1
9
8
2

1
9
8
2
（
昭
和

（
昭
和
5757
年
）
年
）		

◉◉　　
1111
月月		

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

1
9
8

1
9
8
３
（
昭
和

３
（
昭
和
5858
年
）
年
）		

　
　

５
月

　
　

５
月		

天
皇
陛
下
、
森
林
公
園
に
行
幸

天
皇
陛
下
、
森
林
公
園
に
行
幸

1
9
8
4

1
9
8
4
（
昭
和

（
昭
和
5959
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

幼
稚
園
舎
新
築
、
落
成
記
念
式
典
挙
行

幼
稚
園
舎
新
築
、
落
成
記
念
式
典
挙
行

		

　
　
　
　

1111
月月		

町
制
施
行
し
、
滑
川
町
と
な
る

町
制
施
行
し
、
滑
川
町
と
な
る

1
9
8
6

1
9
8
6
（
昭
和

（
昭
和
6161
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

町
内
の
沼
で
天
然
記
念
物

町
内
の
沼
で
天
然
記
念
物

	
	

	
	

「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
の
生
息
を
確
認

「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
の
生
息
を
確
認

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

滑
川
町
立
図
書
館
開
館

滑
川
町
立
図
書
館
開
館

1
9
8
7

1
9
8
7
（
昭
和

（
昭
和
6262
年
）
年
）		

◉◉　
５
月

　

５
月		

「
ひ
ま
わ
り
の
里
づ
く
り
」
開
始

「
ひ
ま
わ
り
の
里
づ
く
り
」
開
始

2
0
0
4

2
0
0
4
（
平
成

（
平
成
1616
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

森
林
公
園
駅
ー
京
都
・
大
阪
へ
の
夜
行
高
速
バ
ス

森
林
公
園
駅
ー
京
都
・
大
阪
へ
の
夜
行
高
速
バ
ス

	
	

	
	

運
行
開
始

運
行
開
始

	
	

	
	

つ
き
の
わ
駅
前
に
大
型
店
舗
オ
ー
プ
ン

つ
き
の
わ
駅
前
に
大
型
店
舗
オ
ー
プ
ン

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

羽
田
空
港
へ
の
高
速
直
行
バ
ス
運
行
開
始

羽
田
空
港
へ
の
高
速
直
行
バ
ス
運
行
開
始

		

　
　
　
　

1010
月月		

町
制
施
行

町
制
施
行
2020
周
年
記
念
式
典
挙
行

周
年
記
念
式
典
挙
行

	
	

	
	

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
森
林
公
園
に
行
幸
啓

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
森
林
公
園
に
行
幸
啓

	
	

	
	

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

	
	

	
	

セ
ン
タ
ー
を
ご
視
察

セ
ン
タ
ー
を
ご
視
察

2
0
0
5

2
0
0
5
（
平
成

（
平
成
1717
年
）
年
）		

◉◉　
９
月

　

９
月		

滑
川
高
校
西
通
線
（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
開
通

滑
川
高
校
西
通
線
（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
開
通

		

　
　
　
　

1111
月月		

和
泉
・
菅
田
・
両
表
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

和
泉
・
菅
田
・
両
表
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

	
	

	
	

供
用
開
始

供
用
開
始

2
0
0
6

2
0
0
6
（
平
成

（
平
成
1818
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

「
谷
津
の
里
」
オ
ー
プ
ン

「
谷
津
の
里
」
オ
ー
プ
ン

	
	

	
	

羽
尾
地
区
に
「
な
め
が
わ
森
林
モ
ー
ル
」
が

羽
尾
地
区
に
「
な
め
が
わ
森
林
モ
ー
ル
」
が

	
	

	
	

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

2
0
0
7

2
0
0
7
（
平
成

（
平
成
1919
年
）
年
）		

◉◉　
１
月

　

１
月		

福
田
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

福
田
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

		

　
　

２
月

　
　

２
月		

宮
前
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

宮
前
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

		

　
　
　
　

1111
月月		

月
輪
土
地
区
画
整
理
地
内
が
「
月
の
輪
」
地
区
に

月
輪
土
地
区
画
整
理
地
内
が
「
月
の
輪
」
地
区
に

	
	

	
	

名
称
決
定

名
称
決
定

2
0
0
8

2
0
0
8
（
平
成

（
平
成
2020
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

滑
川
中
学
校
新
校
舎
完
成

滑
川
中
学
校
新
校
舎
完
成

2
0
0
9

2
0
0
9
（
平
成

（
平
成
2121
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

月
輪
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

月
輪
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

		

　
　

４
月

　
　

４
月		

「
伊
古
の
里
」
オ
ー
プ
ン

「
伊
古
の
里
」
オ
ー
プ
ン

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

伊
古
の
里
に
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
オ
ー
プ
ン

伊
古
の
里
に
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
オ
ー
プ
ン

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

滑
川
町
情
報
発
信
館
オ
ー
プ
ン

滑
川
町
情
報
発
信
館
オ
ー
プ
ン

2
0
1
0

2
0
1
0
（
平
成

（
平
成
2222
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

月
の
輪
小
学
校
開
校

月
の
輪
小
学
校
開
校

	
	

	
	

町
立
小
学
校
全
３
校
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

町
立
小
学
校
全
３
校
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

	
	

	
	

開
設
開
設

		

　
　
　
　

1111
月月		

「
こ
ど
も
医
療
費
」
現
物
支
給
（
窓
口
払
い
廃
止
）

「
こ
ど
も
医
療
費
」
現
物
支
給
（
窓
口
払
い
廃
止
）

	
	

	
	

制
度
を
開
始

制
度
を
開
始

	
	

	
	

月
の
輪
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

月
の
輪
小
学
校
で
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼
育
を
開
始

2
0
1
1

2
0
1
1
（
平
成

（
平
成
2323
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

東
日
本
大
震
災
で
町
内
家
屋
等

東
日
本
大
震
災
で
町
内
家
屋
等
1
0
5

1
0
5
件
の
件
の

	
	

	
	

被
害
が
発
生

被
害
が
発
生

		

　
　

４
月

　
　

４
月		

保
育
・
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
給
食
費

保
育
・
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
給
食
費

	
	

	
	

無
償
化
を
開
始

無
償
化
を
開
始

	
	

	
	

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
年
齢
を

こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
年
齢
を
1818
歳歳

	
	

	
	

ま
で
引
上
げ

ま
で
引
上
げ

		

　
　
　
　

1010
月月		

人
口
増
加
率
（
平
成

人
口
増
加
率
（
平
成
2222
年
国
勢
調
査
）
が
全
国

年
国
勢
調
査
）
が
全
国

	
	

	
	

９
位
を
記
録

９
位
を
記
録

		

　
　
　
　

1111
月月		

滑
川
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
タ
ー
ナ

滑
川
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
タ
ー
ナ

	
	

	
	

ち
ゃ
ん
」
誕
生

ち
ゃ
ん
」
誕
生

2
0
1
2

2
0
1
2
（
平
成

（
平
成
2424
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
宮
城
県
松
島
町

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
宮
城
県
松
島
町

	
	

	
	

へ
町
職
員
を
派
遣

へ
町
職
員
を
派
遣

		

　
　

６
月

　
　

６
月		

「
滑
川
町
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」
を
議
決

「
滑
川
町
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」
を
議
決

1
9
8
9

1
9
8
9
（
平
成
元
年
）

（
平
成
元
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

滑
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
開
館

滑
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
開
館

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

福
田
小
学
校
校
舎
改
築
が
竣
工

福
田
小
学
校
校
舎
改
築
が
竣
工

		

　
　
　
　

1212
月月		

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
が
「
二
ノ
宮
山
周
辺
整
備
」

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
が
「
二
ノ
宮
山
周
辺
整
備
」

	
	

	
	

に
決
定

に
決
定

1
9
9
1

1
9
9
1
（
平
成
３
年
）

（
平
成
３
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

森
林
公
園
駅
南
口
広
場
開
園

森
林
公
園
駅
南
口
広
場
開
園

		

　　　　
1010
月月		

住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
開
始

住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
開
始

		

　　　　
1212
月月		

第
３
次
滑
川
町
総
合
振
興
計
画
策
定

第
３
次
滑
川
町
総
合
振
興
計
画
策
定

1
9
9
2

1
9
9
2
（
平
成
４
年
）

（
平
成
４
年
）		

◉◉　
８
月

　

８
月		

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
市
か
ら
少
年

ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
市
か
ら
少
年

	
	

	
	

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
来
町

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
来
町

1
9
9
3

1
9
9
3
（
平
成
５
年
）

（
平
成
５
年
）		

◉◉　
１
月

　

１
月		

滑
川
産
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
、
役
場
ロ
ビ
ー
で

滑
川
産
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
、
役
場
ロ
ビ
ー
で

	
	

	
	

一
般
公
開
を
開
始

一
般
公
開
を
開
始

1
9
9
4

1
9
9
4
（
平
成
６
年
）

（
平
成
６
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

防
災
行
政
無
線
開
局

防
災
行
政
無
線
開
局

		

　
　
　
　

		

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

		

　　　
６
月

　

６
月		

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
人
工
繁
殖
に
成
功

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
人
工
繁
殖
に
成
功

		

　　　
８
月

　

８
月		

滑
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
市

滑
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
市

	
	

	
	

を
親
善
訪
問

を
親
善
訪
問

		

　　　　
1010
月月		

配
水
池
が
完
成

配
水
池
が
完
成

	
	

	
	

町
制
施
行

町
制
施
行
1010
周
年
（
合
併

周
年
（
合
併
4040
周
年
、
水
道
事
業

周
年
、
水
道
事
業

	
	

	
	

2020
周
年
）
記
念
式
典
挙
行

周
年
）
記
念
式
典
挙
行

		

　　　　
1212
月月		

一
世
紀
長
寿
祝
金
支
給
条
例
制
定

一
世
紀
長
寿
祝
金
支
給
条
例
制
定

	
	

	
	

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
護
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
護
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

1
9
9
5

1
9
9
5
（
平
成
７
年
）

（
平
成
７
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

二
ノ
宮
山
周
辺
整
備
事
業
で

二
ノ
宮
山
周
辺
整
備
事
業
で
2121
ｍ
の
展
望
塔
完
成

ｍ
の
展
望
塔
完
成

1
9
9
6

1
9
9
6
（
平
成
８
年
）

（
平
成
８
年
）		

◉◉　
６
月

　

６
月		

タ
ナ
ゴ
館
オ
ー
プ
ン

タ
ナ
ゴ
館
オ
ー
プ
ン

	
	

	
	

町
の
魚
に
「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
を
制
定

町
の
魚
に
「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
を
制
定

		

　
　
　
　
７
月
７
月		

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
「
み
な
み
野
」
誕
生

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
「
み
な
み
野
」
誕
生

1
9
9
7

1
9
9
7
（
平
成
９
年
）

（
平
成
９
年
）		

◉◉　
８
月

　

８
月		

滑
川
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

滑
川
中
学
校
プ
ー
ル
完
成

		

　
　
　
　

1010
月月		

森
林
公
園
駅
南
区
画
整
理
事
業
が
完
成

森
林
公
園
駅
南
区
画
整
理
事
業
が
完
成

1
9
9
8

1
9
9
8
（
平
成

（
平
成
1010
年
）
年
）		

◉◉　
６
月

　

６
月		

伊
古
・
広
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始

伊
古
・
広
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

滑
川
高
校
が
甲
子
園
初
出
場

滑
川
高
校
が
甲
子
園
初
出
場

1
9
9
9

1
9
9
9
（
平
成

（
平
成
1111
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

総
合
運
動
公
園
オ
ー
プ
ン

総
合
運
動
公
園
オ
ー
プ
ン

	
	

	
	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完
成

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完
成

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

戸
籍
の
電
算
化
開
始

戸
籍
の
電
算
化
開
始

2
0
0
0

2
0
0
0
（
平
成

（
平
成
1212
年
）
年
）		

◉◉　
１
月

　

１
月	

2
0
0
0

	

2
0
0
0
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施

年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
開
館

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
開
館

2
0
0
1

2
0
0
1
（
平
成

（
平
成
1313
年
）
年
）		

◉◉　
１
月

　

１
月		

2121
世
紀
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施

世
紀
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
施

		

　
　

４
月

　
　

４
月		

第
４
次
滑
川
総
合
振
興
計
画
策
定

第
４
次
滑
川
総
合
振
興
計
画
策
定

	
	

	
	

滑
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
開
設

滑
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
開
設

		

　
　
　
　

1010
月月		

新
し
い
駅
名
が
「
つ
き
の
わ
駅
」
に
決
定

新
し
い
駅
名
が
「
つ
き
の
わ
駅
」
に
決
定

2
0
0
2

2
0
0
2
（
平
成

（
平
成
1414
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

森
林
公
園
駅
ー
成
田
空
港
へ
の
直
行
バ
ス
運
行
開
始

森
林
公
園
駅
ー
成
田
空
港
へ
の
直
行
バ
ス
運
行
開
始

	
	

	
	

新
駅
「
つ
き
の
わ
駅
」
が
開
業

新
駅
「
つ
き
の
わ
駅
」
が
開
業

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開
始

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開
始

2
0
0
4

2
0
0
4
（
平
成

（
平
成
1616
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
を
小
学

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
を
小
学
33
年
生
ま
で

年
生
ま
で

	
	

	
	

拡
大
拡
大

		
　
　
　
　

1111
月月		

宮
城
県
松
島
町
と
災
害
相
互
支
援
協
定
を
締
結

宮
城
県
松
島
町
と
災
害
相
互
支
援
協
定
を
締
結

2
0
1
3

2
0
1
3
（
平
成

（
平
成
2525
年
）
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
完
成

役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
完
成

		

　
　

４
月

　
　

４
月		
滑
川
中
学
校
東
校
舎
が
完
成

滑
川
中
学
校
東
校
舎
が
完
成

		

　
　

６
月

　
　

６
月		
新
行
政
区
と
し
て
「
み
な
み
野
・
十
三
塚
」

新
行
政
区
と
し
て
「
み
な
み
野
・
十
三
塚
」

	
	

	
	

（
第
（
第
1515
区
）
誕
生

区
）
誕
生

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

野
原
・
土
塩
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始

野
原
・
土
塩
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始

		

　
　

９
月

　
　

９
月		

滑
川
町
健
康
づ
く
り
行
動
活
動
を
開
始

滑
川
町
健
康
づ
く
り
行
動
活
動
を
開
始

		

　
　
　
　

1111
月月		

滑
川
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
通
貨
を
販
売

滑
川
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
通
貨
を
販
売

2
0
1
4

2
0
1
4
（
平
成

（
平
成
2626
年
）
年
）		

◉◉　
７
月

　

７
月		

宮
城
県
松
島
町
と
相
互
交
流
宣
言
を
締
結

宮
城
県
松
島
町
と
相
互
交
流
宣
言
を
締
結

	
	

	
	

滑
川
町
子
ど
も
議
会
開
催

滑
川
町
子
ど
も
議
会
開
催

		

　
　

８
月

　
　

８
月		

富
山
県
上
市
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

富
山
県
上
市
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

		

　
　
　
　

1111
月月		

町
制
施
行

町
制
施
行
3030
周
年
記
念
式
典
挙
行

周
年
記
念
式
典
挙
行

		

　
　
　
　

1212
月月		

岐
阜
県
笠
松
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

岐
阜
県
笠
松
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

2
0
1
5

2
0
1
5
（
平
成

（
平
成
2727
年
）
年
）		

◉◉　
７
月

　

７
月		

消
防
本
部
滑
川
分
署
が
新
築
移
転

消
防
本
部
滑
川
分
署
が
新
築
移
転

		

　
　
　
　

1010
月月		

千
葉
県
東
庄
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

千
葉
県
東
庄
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

	
	

	
	

谷
津
田
米
生
産
者
組
合
設
立

谷
津
田
米
生
産
者
組
合
設
立

2
0
1
6

2
0
1
6
（
平
成

（
平
成
2828
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

第
５
次
滑
川
町
総
合
振
興
計
画
策
定

第
５
次
滑
川
町
総
合
振
興
計
画
策
定

	
	

	
	

「
デ
マ
ン
ド
交
通
タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」
運
行
開
始

「
デ
マ
ン
ド
交
通
タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
」
運
行
開
始

2
0
1
7

2
0
1
7
（
平
成

（
平
成
2929
年
）
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

子
育
て
支
援
金
支
援
制
度
と
教
育
支
援
金
貸
付

子
育
て
支
援
金
支
援
制
度
と
教
育
支
援
金
貸
付

	
	

	
	

制
度
を
新
設

制
度
を
新
設

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

比
企
丘
陵
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
設
立

比
企
丘
陵
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
設
立

2
0
1
9

2
0
1
9
（
平
成

（
平
成
3131
・
令
和
元
年
）

・
令
和
元
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
完
了

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
完
了

		

　
　

６
月

　
　

６
月		

防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
開
始

防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
開
始

		

　
　
　
　

1010
月月		

台
風
台
風
1919
号
に
よ
り
町
内
各
所
で
冠
水
倒
木
の
被
害

号
に
よ
り
町
内
各
所
で
冠
水
倒
木
の
被
害

2
0
2
0

2
0
2
0
（
令
和
２
年
）

（
令
和
２
年
）		

◉◉　
４
月

　

４
月		

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

		

　
　
　
　

1212
月月		

鎌
倉
殿
の

鎌
倉
殿
の
1313
人
比
企
市
町
村
推
進
協
議
会
設
立

人
比
企
市
町
村
推
進
協
議
会
設
立

2
0
2
1

2
0
2
1
（
令
和
３
年
）

（
令
和
３
年
）		

◉◉　
７
月

　

７
月		

東
京
東
京
2
0
2
0

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が

	
	

	
	

つ
き
の
わ
駅
に
到
着

つ
き
の
わ
駅
に
到
着

		

　
　
　
　

1111
月月		

谷
津
田
米
が
新
嘗
祭
に
献
穀
さ
れ
る

谷
津
田
米
が
新
嘗
祭
に
献
穀
さ
れ
る

2
0
2
2

2
0
2
2
（
令
和
４
年
）

（
令
和
４
年
）		

◉◉　
２
月

　

２
月		

紙
芝
居
「
比
企
氏
物
語
」
完
成

紙
芝
居
「
比
企
氏
物
語
」
完
成

2
0
2
3

2
0
2
3
（
令
和
５
年
）

（
令
和
５
年
）		

◉◉　
１
月

　

１
月		

「
比
企
丘
陵
の
天
水
を
利
用
し
た
谷
津
沼
農
業

「
比
企
丘
陵
の
天
水
を
利
用
し
た
谷
津
沼
農
業

	
	

	
	

シ
ス
テ
ム
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

シ
ス
テ
ム
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

		

　
　

７
月

　
　

７
月		

２
つ
の
小
学
校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

２
つ
の
小
学
校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始

2
0
2
4

2
0
2
4
（
令
和
６
年
）

（
令
和
６
年
）		

◉◉　
３
月

　

３
月		

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社
の
移
動
販
売
開
始

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社
の
移
動
販
売
開
始

		

　
　

４
月

　
　

４
月		

人
口
戦
略
会
議
で
自
立
持
続
可
能
自
治
体
と
な
る

人
口
戦
略
会
議
で
自
立
持
続
可
能
自
治
体
と
な
る

		

　
　
　
　

1111
月月		

町
制
施
行

町
制
施
行
4040
周
年
記
念
式
典
挙
行

周
年
記
念
式
典
挙
行

昭和平成

令和
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Memories
of

Namegawa

福田村と宮前村が合併して滑川村が誕生（昭和29年）

19541954

ニノ宮山周辺整備事業開始
（平成２年）

19901990

東武東上線森林公園駅開設（昭和46年）

19711971

東京2020オリンピック聖火リレーがつきのわ駅に到着（令和３年）

20212021

「比企丘陵の天水を利用した谷津沼農業システム」が日本農業遺産に認定
（令和５年）

20232023
新駅「つきのわ駅」が開業（平成14年） 滑川高校が甲子園初出場（平成10年）

20022002 19981998

月の輪小学校開校（平成22年）

20102010

国営武蔵丘陵森林公園が開園（昭和49年）

19741974



「
ピ
カ
ッ
と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
語
ろ
う
！

「住んでよかった　生まれてよかったまちへ　
住まいるタウン滑川」を目指す滑川町。
さらに元気なまち、ワクワクするまち、
“ピカッと輝くまちづくり”に向けて、
大塚町長が町民の皆さんと語り合いました。

座
談
会

町
長

町
民

Discussion between the Town’s Mayor and Residents
Namegawa Town aims to be a town of smiles that people are glad to live 
in and will be happy to have been born in.
Mayor Otsuka spoke with representatives of the Town’s residents about 
how to create an even more vibrant, exciting, and brightly shining town.

町
長　

町
長
就
任
以
来
２
年
間
、「
ピ
カ
ッ
と
輝

く
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町

政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
持
続

可
能
な
自
治
体
全
国
６
位
と
い
う
う
れ
し
い
結

果
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
「
住
み
続

け
た
い
町
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
た
い

町
長
　
ま
ず
は
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
の

が
自
治
体
首
長
の
一
番
の
役
目
で
す
か
ら
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林　
近
年
全
国
各
地
で
大
災
害
が
頻
発
し
て
い

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
食
べ
物
や
水
、
電
気
を

ど
う
確
保
す
る
か
心
配
で
す
。
特
に
心
配
な
の
は

水
で
す
ね
。各
地
区
に
防
災
倉
庫
は
あ
り
ま
す
が
、

全
世
帯
を
ま
か
な
う
量
は
保
管
で
き
ま
せ
ん
。
自

主
防
災
組
織
も
多
く
の
地
区
が
任
期
１
年
で
、
ほ

と
ん
ど
活
動
し
な
い
う
ち
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

が
問
題
で
す
。

町
長　
飲
料
水
と
し
て
の
使
用
に
限
れ
ば
、
配
水

池
に
常
時
半
年
分
は
貯
め
ら
れ
ま
す
。
最
近
、
給

水
車
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
を
展
開
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
た
の
で
、
給
水
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

小
林　
飲
み
水
は
ひ
と
ま
ず
安
心
な
の
で
す
ね
。

　
下
福
田
で
は
、
災
害
で
電
気
や
ガ
ス
が
使
え
な

く
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
お
祭
り
の
際
に
先
輩
方

の
指
導
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
さ
ん
が
、
釜
で
ご

飯
を
炊
い
て
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

岩
﨑　
そ
れ
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

い
い
経
験
に
な
り
ま
す
ね
。

小
林　
釜
で
な
く
て
も
キ
ャ
ン
プ
の
時
に
使
う
飯

盒ご
う

で
も
い
い
。
防
災
倉
庫
に
備
え
て
ほ
し
い
と
い

う
希
望
も
あ
り
ま
す
。

島
田　
谷
津
田
米
生
産
者
組
合
で
は
、
非
常
時
に

米
を
提
供
す
る
協
定
を
町
と
結
ん
で
あ
り
ま
す
よ
。

吉
野　
先
日
、
学
童
の
子
ど
も
た
ち
に
町
長
が
う

ど
ん
づ
く
り
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
ん
な
体
験
が
非
常
時
に
も
役
立
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

町
長　
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
す
ご
く
よ
か
っ
た

の
で
、
今
後
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
町
で
も
準
備
し
て
い
ま
す

が
、
備
蓄
量
に
限
界
が
あ
り
町
民
全
員
に
行
き
わ

た
る
量
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
な
の

で
、
各
家
庭
で
日
頃
か
ら
備
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、
平
成
７
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
を
機
に
全
国
的
に
広
が
り
、
滑
川
町

で
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
の
結
束
は
大
き
な

力
に
な
る
の
で
、
う
ま
く
運
用
し
て
ほ
し
い
の
で

す
が
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
た
部
分
も
あ

り
ま
す
ね
。

生
き
る
力
を
育
む

子
育
て
支
援
を

町
長　
滑
川
町
は
長
年
「
子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
町
」
に
向
け
て
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
施
策
が
支
持
さ
れ
て
、
今
や
15

歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
の
人
口
比
は
、
県
内
１
位
、

全
国
で
も
有
数
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
「
町
が
住
み
や
す
い
」
と
い
う
若
者
世
代
の

回
答
が
、
25
年
前
の
35
％
か
ら
85
％
に
上
昇
し
た

こ
と
も
、
い
ち
早
く
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
で
す
ね
。
昨
年
か
ら
は
遠
距
離
通
学
の

児
童
向
け
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
整
備
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野　
公
設
の
学
童
保
育
施
設
が
９
か
所
も
整
備

滑川町長

大塚 信一
令和4年10月、滑川町長に就任。
一期目の町政運営に邁進中。

岩﨑 千恵子さん

日本食育協会の食育指導
士として活動。はあとキッ
チン主宰。６年前から伊
古の農家レストランで郷
土食を提供。

小林 健治さん

令和５年度から下福田地
区の区長と、滑川町区長
会の会長を務める。地区
の防災やコミュニティ活
動に尽力。

吉野 さつきさん

一般社団法人あんどで学
童保育や子育て支援拠点
を運営。育児相談や居場
所事業も展開。だれでも集
える居場所づくりが目標。

島田 郁生さん

平成27年に設立した谷津
田米生産者組合の組合長
を務める。令和５年10月、
合同会社谷津田米として
法人化。
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みんなでつくろう「 ピカッと輝くまちづくり 」

約半年分の飲料水を貯水できる配水池



小
林　
行
事
を
続
け
る
に
は
、
農
家
と
同
じ
く
後

継
者
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
獅
子
舞
。
下

福
田
の
獅
子
舞
も
伝
え
る
人
が
高
齢
者
と
な
り
、

獅
子
舞
の
意
味
を
説
明
で
き
る
人
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

島
田　
昔
な
が
ら
の
風
習
も
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て

し
ま
い
、
地
域
の
祭
り
が
あ
っ
て
も
参
加
す
る
人

が
少
な
い
の
は
寂
し
い
こ
と
で
す
ね
。

町
長　
伝
統
行
事
が
昔
と
変
わ
っ
て
き
た
の
は
事

実
で
す
。
そ
れ
ら
は
も
と
も
と
農
業
と
直
結
し
て

い
ま
し
た
。
衰
退
し
た
の
は
、
行
事
と
農
業
と
の

関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
ね
。

吉
野　
獅
子
舞
は
、
月
輪
で
も
や
っ
て
い
て
、
参

道
を
練
り
歩
い
て
く
る
様
子
が
厳
か
で
感
動
し
ま

し
た
。
見
れ
ば
や
り
た
い
と
い
う
人
が
い
る
と
思

う
け
れ
ど
、
そ
の
機
会
が
な
い
ん
で
す
。
滑
川
ま

つ
り
な
ど
で
再
現
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
行
政
か
ら
指
示
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

小
林　
地
区
の
役
員
で
は
な
く
、
保
存
会
の
人
が

運
営
し
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
下
福
田
の
獅
子
舞
も
、

担
当
地
区
の
皆
さ
ん
で
、
竹
ひ
ご
に
花
を
付
け
て

万ま
ん

灯ど
う
を
組
み
立
て
る
の
で
す
が
、
指
導
者
も
少
な

く
苦
労
し
て
い
ま
す
。
夏
の
獅
子
舞
が
終
わ
る
と

各
家
庭
に
そ
の
花
を
１
本
ず
つ
配
り
、
床
の
間
に

飾
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
伝
統
を
残
し
て
い
く

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
悩
ん
で
い
ま
す
。

岩
﨑　

一
度
や
め
た
ら
復
活
は
難
し
い
で
す
よ
。

全
部
で
な
く
て
も
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き

さ
れ
、
子
育
て
に
優
し
い
こ
と
を
理
由
に
移
住
さ

れ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
少
子
化

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
、
お
子
さ
ん
が
３
人
と

い
う
ご
家
庭
が
多
い
こ
と
も
驚
き
で
す
。

　
た
だ
、
そ
の
分
、
子
育
て
に
関
す
る
問
題
も
当

然
多
く
な
る
の
で
、行
政
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。

ど
う
い
う
形
で
あ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
自
分
で
生
き
て
い
け
る
力
を
つ
け
ら

れ
る
よ
う
な
教
育
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

町
長　

生
き
て
い
け
る
力
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

食
育
の
観
点
か
ら
、
岩
﨑
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

岩
﨑　
私
は
も
と
も
と
中
学
校
の
教
員
で
し
た
が
、

食
べ
物
と
子
ど
も
た
ち
の
問
題
行
動
が
関
連
し
て

い
る
と
知
っ
て
食
育
指
導
士
の
資
格
を
取
り
ま
し

も
の
は
、
郷
土
の
宝
と
し
て
残
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
い
ま
す
。

小
林　
昔
は
、
神
社
の
参
道
も
地
域
の
み
ん
な
で

守
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
事
業
団
に
草
刈
り
ま
で

任
せ
て
い
る
か
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど

ん
失
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

吉
野　
様
々
な
機
会
で
、
伝
え
て
い
か
な
い
と
貴

重
な
伝
統
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

岩
﨑　
昔
を
知
る
人
た
ち
が
残
っ
て
い
る
う
ち
に
、

語
り
部
的
に
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
も
ら
う
機
会

を
設
け
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
一
気
に
失
わ
れ
た
の
は
残
念
で
す
。
人
々
が
集

ま
っ
て
顔
見
知
り
に
な
れ
ば
、
防
災
上
の
自
助
共

助
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域

た
。
食
育
は
子
育
て
や
教
育
の
分
母
だ
と
思
う
の
で

す
。
電
気
や
ガ
ス
が
な
く
て
も
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
経
験
を
知
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
防
災
に
も

つ
な
が
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
も
安
心
で
す
。

　
平
成
17
年
に
国
の
食
育
基
本
法
が
で
き
ま
し
た

が
、
滑
川
町
で
も
食
育
推
進
基
本
計
画
の
よ
う
な

も
の
を
作
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
確
か
に
食
育
は
大
事
で
す
ね
。
職
員
と
協

議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

岩
﨑　
給
食
費
の
無
償
化
は
、
今
や
他
市
町
村
も

追
随
し
て
い
ま
す
。
谷
津
田
米
給
食
は
も
ち
ろ
ん

素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
も
っ
と
先
を
打
ち
出
す

段
階
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
も
、
防
災
も
、
農

業
も
、す
べ
て
「
食
」で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

町
長　
滑
川
町
で
は
お
い
し
い
谷
津
田
米
を
生
産

し
て
い
る
人
が
い
て
、
そ
れ
を
給
食
で
食
べ
ら
れ

る
こ
と
の
貴
重
さ
を
教
育
現
場
で
よ
く
教
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
中
か
ら
谷
津
田
米
を
作
り
た
い
と
思
う

子
ど
も
が
出
て
く
る
こ
と
が
願
い
で
す
。

農
地
と
谷
津
田
米
ブ
ラ
ン
ド
を

守
り
た
い

島
田　
谷
津
田
米
の
給
食
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち

か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
う
手
紙
を
い
た
だ

く
こ
と
が
生
産
者
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人
に
な
っ
て
、

そ
の
味
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い

の
ふ
れ
あ
い
事
業
は
何
と
か
維
持
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
後
も
存
続
し
続
け
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

町
長　
人
口
戦
略
会
議
で
、
滑
川
町
の
人
口
は
今

後
も
増
え
続
け
る
と
い
う
推
計
が
出
ま
し
た
。
う

れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
単
に
統
計
的
な
数
字
で
す
。

こ
の
先
を
見
据
え
た
新
た
な
政
策
を
打
ち
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
１
０
０
年
後
も
存
続
す
る
町
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
安
全
な
町
」
と
宣
言
で
き
る
よ
う
に
、

直
下
型
地
震
な
ど
を
想
定
し
て
、
災
害
時
の
レ
ン

タ
ル
資
材
や
物
流
、
飲
料
の
自
販
機
、
避
難
所
の

提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
民
間
団
体
と
も

各
種
災
害
支
援
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
建
設
計
画

中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
予
定
で
す
。
谷
津
田
米

生
産
組
合
と
も
米
の
支
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
の
政
策
の
目
玉

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
で
す
ね
。
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
に
は
年
間
80
～
90
万
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
に
「
滑
川
町
は
い
い
町

だ
」「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

園
外
で
も
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
も
の
を
展
開
し
た

い
。
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
て
、
比
企
地
域
全

体
を
魅
力
あ
る
地
域
に
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
６
年
７
月
２
日
）

し
、
農
業
関
係
に
進
み
た
い
と
思
う
若
者
が
出
て

く
れ
れ
ば
も
っ
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

吉
野　
学
童
に
も
谷
津
田
米
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
好
評
で
し
た
。

島
田　
昨
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
で
、
近

隣
の
町
の
米
は
３
等
以
下
に
な
る
な
ど
影
響
を
受

け
た
中
、
谷
津
田
米
は
ほ
ぼ
１
等
で
検
査
員
に
も

驚
か
れ
ま
し
た
。高
価
な
選
別
機
を
導
入
す
る
な
ど
、

各
生
産
者
と
も
谷
津
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
こ

と
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
大
き
な
問

題
で
す
。
基
盤
整
備
が
終
了
し
て
大
型
機
械
が
導

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
数
年
の
う
ち
に

機
械
も
老
朽
化
し
て
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
く
る
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

小
林　
農
業
機
械
が
大
変
高
価
な
の
で
、
農
業
だ

け
で
は
収
支
が
合
い
ま
せ
ん
。

岩
﨑　
若
者
が
農
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
、
農
機

具
の
レ
ン
タ
ル
が
あ
る
と
い
い
と
思
う
の
で
す
が
。

島
田　
私
が
常
々
考
え
て
い
る
の
は
、
町
の
職
員

か
ら
専
属
の
人
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
個
人
レ
ベ
ル
で
は
農
家
離
れ
を
食
い

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

町
長　
島
田
さ
ん
の
ご
意
見
に
同
感
で
す
。
町
で

農
業
専
門
の
職
員
を
何
人
か
配
属
し
、
そ
こ
か
ら

農
業
で
独
立
す
る
人
が
出
て
き
て
も
い
い
。
町
が

投
資
し
な
が
ら
農
業
を
引
き
継
ぎ
、
農
地
を
守
る

と
い
う
方
法
で
す
。
ま
た
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
農

家
の
方
に
里
親
と
い
う
形
で
若
者
に
農
業
を
教
え

て
も
ら
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
谷
津

田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
は
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
農
地

と
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
続
け
る
方
法
を
模
索
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
伝
統
の

継
承
と
防
災
に
も

小
林　
下
福
田
地
区
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
４
年

ぶ
り
に
区
民
ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開
催
し
、
と
て

も
盛
況
で
し
た
。
今
年
初
め
て
開
催
し
た
「
田
ん

ぼ
ラ
グ
ビ
ー
」
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。

町
長　
地
域
の
活
動
が
復
活
し
た
と
こ
ろ
は
、
ぜ

ひ
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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町内に９か所設置されている公設の学童保育施設

滑川特産の谷津田米

伝統を継承する「下福田の獅子舞」

防災拠点の機能も備える新コミュニティセンターの完成予想図 建設中の（仮称）滑川町福祉センター



HEALTH / WELFEAREDUCATION / CULTURE

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
願

い
で
す
。滑
川
町
で
は
、保
健
・
医
療
・

福
祉
の
各
分
野
が
連
携
し
、
地
域
全
体

の
支
え
合
い
の
も
と
、
誰
も
が
不
安
な

く
日
常
生
活
を
送
れ
る
環
境
を
整
え
、

高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
に
お
い

て
も
持
続
可
能
な
先
進
予
防
型
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
健
康
で
長
寿
の
町
」
を

標
榜
し
、
各
地
区
に
健
康
づ
く
り
推
進

員
を
置
く
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
行

動
宣
言
の
募
集
や
健
康
づ
く
り
情
報
の

発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
や
地
域
全
体
で
総
合
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
の

方
々
に
と
っ
て
も
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
す
。

子育てナンバーワンの町の「地域子育て支援拠点」

誰もが生涯安心して
暮らせるまちづくり

HEALTH / WELFEAR

11

　合計特殊出生率と年少人口割合県内トップク
ラスを誇る滑川町。子育てに関して万全のサポー
ト体制が整っています。
　地域子育て支援拠点は町内に７か所設置さ
れ、主に乳幼児から未就学児を子育て中の親
子が利用しています。気軽に集い、安心して子
どもを遊ばせながら、親同士の交流の場ともなっ
ています。子育てに関する不安や悩みがある場
合にも、常駐する経験豊富なスタッフに相談して、
適切なアドバイスを受けられます。

ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

TOPICS

　
学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
個
性
や
意
欲
を
尊
重
し
、

情
報
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
社

会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
・
歴

史
な
ど
本
町
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
教
育
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
内
容

の
充
実
を
図
り
、
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
人
間
性
、
健
康
・
体
力
の
調
和

が
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
町
民
一
人
一
人

が
自
己
に
合
っ
た
学
習
活
動
に
親
し

み
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
伸
ば
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
人
生

が
送
れ
る
よ
う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
生
涯
学
習
の
機
会
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連

携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興
、
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

豊かな心と文化を育む
まちづくり

EDUCATION / CULTURE

22
ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

TOPICS Building a Town where 
Everyone Can Live with 
Peace of Mind throughout 
their Lives
In Namegawa Town, the fields of 
health, medical care, and welfare are 
coordinated to promote sustainable, 
advanced prevention type development 
based on mutual support of the entire 
community.
In addition to placing health promotion 
volunteers in each district, we are also 
working to solicit health promotion 
action declarations and disseminate 
information that promotes health.
In addition to further advancing support 
for child-raising, we have established 
a system that enables even people in 
socially vulnerable positions to live 
safely and with peace of mind.

Community Development 
that Fosters a Rich Spirit and 
Culture
In school education, we respect the 
individuality and motivation of each child 
and student as we provide information 
training, career training, and other kinds 
of education in response to changes in 
social conditions. We strive to nurture 
children and students with a harmonious 
balance between solid academic ability, rich 
humanity, health and physical strength.
In social education, we are working to 
enhance lifelong learning opportunities 
that meet diverse needs.
We also promote sports and recreation, and 
work to protect valuable cultural assets.

町と一緒に歩んだイベント「町民スポーツ祭」

　町民同士の親睦と体力づくりを目的に実施され
る「町民スポーツ祭」は、コロナ禍で４年間途
絶えたものの、町制施行の翌年から約40年間続
けられている秋恒例の一大イベントです。
　各地区から年代別に代表選手が出場し、リ
レーや玉入れ、綱引きなどおなじみの競技が繰
り広げられて、地区別対抗戦で優勝を競います。
どの地区も、選手はもちろん地域ごとの応援も真
剣そのもの。秋空の下、年代を問わずスポーツに
親しめるとともに、町民の一体感も高まります。

乳幼児健診

敬老会

健康フェスティバル

地産地消の給食

滑川町文化祭

教育DX
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INFRASTRUCTURE / ENVIRONMENTINDUSTRY / ECONOMY

　
豊
か
な
自
然
を
有
し
つ
つ
、
都
市
基

盤
の
整
っ
た
安
心
・
安
全
で
便
利
な
暮

ら
し
は
、住
み
よ
い
ま
ち
の
基
本
で
す
。

　

町
北
部
に
は
水
と
緑
の
自
然
豊
か

な
田
園
風
景
が
広
が
り
、
南
部
に
は

首
都
圏
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
利
便

性
の
高
い
住
環
境
が
整
っ
た
滑
川
町

は
、“
ち
ょ
う
ど
い
い
・
ち
ょっ
と
い
い
・

チ
ョ
イ
ス
さ
れ
る
田
舎
”
と
し
て
若
い

世
代
を
中
心
に
幅
広
く
支
持
さ
れ
、

比
企
地
域
で
唯
一
人
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
や
省
資
源
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
交
通
弱
者

を
支
援
す
る
た
め
の
デ
マ
ン
ド
交
通
事

業
の
実
施
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災
・

防
犯
対
策
の
充
実
を
図
り
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

整
え
ま
す
。

だれもが暮らしやすい町へ「デマンド交通ターナちゃん」

暮らしやすい快適な
まちづくり

INFRASTRUCTURE / ENVIRONMENT

33

　主に高齢者や車の運転をしない方などの交通
手段を確保し、移動の利便性の向上を図るために、
町では指定された時間に指定された場所へ送迎
するデマンド交通サービスを実施しています。
　週５日運行し、町内全域および滑川町境に隣
接している医療機関へも利用可能。登録し、予
約を取れば、自宅から目的地までドアツードアで
利用できます。家の近くに路線バスが通らない方
や運転免許を返納した方はもちろん、だれもが
移動に困らないまちづくりに役立っています。

ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

TOPICS

　
滑
川
町
で
は
、
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
し
や
す
さ
と
豊
か
な
自
然
環
境
と

い
う
強
み
を
生
か
し
、
活
力
あ
る
産
業

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
安
定
的
な
農
業

経
営
を
支
援
し
ま
す
。
令
和
５
年
１
月

に
「
比
企
丘
陵
の
天
水
を
利
用
し
た
谷

津
沼
農
業
シ
ス
テ
ム
」
が
日
本
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、「
谷
津

田
米
」
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
６
次
産

業
化
を
図
り
、
滑
川
町
独
自
の
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
で
、
農
業
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
企
業
誘
致
を
図
る

と
と
も
に
町
内
企
業
の
継
続
性
を
支
援

し
、
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
工
業
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
に
努
め
、
持
続
的

な
発
展
が
可
能
な
地
域
産
業
を
築
い
て

い
き
ま
す
。

滑川らしい特産品開発「ころ柿」「ぽろたん」

特性を生かした活力ある
産業のまちづくり

INDUSTRY / ECONOMY

44

　かつて滑川町の特産品として、贈答用に都内
の有名デパートにも並ぶほど人気を博した「武州
ころ柿」。生産者が減り消滅の危機に陥りました
が、平成25年に復活させる取り組みが始まり、
体に優しい自然な甘みが受けて、晩秋の田んぼ
に柿棚が並ぶ風景とともに見事に復活しました。
　一方、「ぽろたん」は加熱すると渋皮がぽろっ
とむけるよう開発されたクリ。町が栽培を積極
的に支援し、年々生産量が増えて、今や滑川町
の特産品となっています。

ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

TOPICS
Creating a Comfortable 
Community that is Easy to Live in
Namegawa Town has a rural landscape with 
abundant nature in the northern part of the 
Town and a convenient living environment 
with easy access to the Tokyo metropolitan 
area in the southern part. The Town is gaining 
popularity, especially among the younger 
generation, and the population is increasing.
In the future, residents, businesses, and the 
government will work together to preserve 
the environment and conserve resources. 
We will also strive to create an environment 
where people can live safely and with piece 
of mind by implementing demand-responsive 
transportation programs to support those 
who have difficulty getting around and by 
enhancing disaster preparedness and crime 
prevention measures.

Building a Vibrant 
Community for Industry 
that Leverages the Town’s 
Unique Features
In the area of agriculture, we 
support stable agricultural 
management while responding 
to changing times. In addition to 
further boosting the brand power of 
Yatsuda rice, we will work to turn 
agriculture into a sixth industry, 
increase added value, and enhance 
the attractiveness of agriculture.
We will also strive to promote 
industrial, commercial, and service 
industries that make the most 
of local resources and to build 
local industries that can develop 
sustainably.

道路整備

地域防災訓練

工業団地

観光振興（納涼盆踊大会）

農業まつり

交通安全教室
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都市交流

宮城県松島町・富山県上市町・岐阜県笠松町・千葉県東庄町
　宮城県松島町との交流は、平成23年に東日本大震災の支援
を機に始まり、平成24年４月から令和元年度まで復興支援のた
めに滑川町の職員を松島町へ派遣。同年11月には災害相互支援
協定を締結し、平成26年７月に相互交流宣言に調印しました。
　また、平成26年８月には富山県上市町、同年12月に岐阜県笠
松町、平成27年10月には千葉県東庄町と、それぞれ災害時相
互応援協定を締結しました。災害発生時等の安心・安全のために、
幅広い地域との応援協定を進めています。

富山県
上市町

岐阜県
笠松町

宮城県
松島町

滑川町

千葉県
東庄町

　

変
化
の
激
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
満
足

度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
行

政
規
模
に
見
合
っ
た
社
会
資
本
の
最
適
化

と
い
う
両
輪
を
効
果
的
に
進
め
る
戦
略
的

な
施
策
・
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
滑
川
町
の
未
来
を
見
据
え
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
視
点
と
町
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把

握
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
に
異
な

る
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
質
を
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
町
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

最
適
化
に
も
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
統
廃
合
や
複
合
化
・
集

約
化
、
再
配
置
な
ど
を
計
画
的
に
行
い
、

公
共
施
設
の
管
理
及
び
配
置
の
最
適
化
も

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
滑
川
町

の
魅
力
を
高
め
る
施
策
・
事
業
を
展
開
し
、

戦
略
的
な
取
組
を
進
め
ま
す
。

町民との協働による
自立可能なまちづくり

COMMUNITY / PARTNERSHIP

55
ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

民間との連携で地域コミュニティ創出

「移動販売車うえたん号」
　滑川町は、令和５年10月にウエルシア薬局株式会社と「支え合いによる地域づく
り等に関する連携協定」を締結。令和６年３月から、移動販売車の運行を開始し
ました。町内を巡回し、食料品や
日用品などの生活必需品を販売す
るほか、薬剤師や管理栄養士等と
オンラインでの健康相談も受け付
けています。
　地域住民のつながりの輪を広げ
る役割や、ドライバーによる地域の
見守りも期待されています。

TOPICS

Building Self-sustaining 
Communities in Collaboration
 with Town Residents
The residents and government of 
Namegawa Town will work together 
in looking ahead to the Town’s future 
as we promote sustainable community 
development.
We will strive to optimize administrative 
services while accurately grasping the 
needs of residents and considering their 
convenience.
We will also optimize the management 
and location of public facilities.
Furthermore, we will develop 
measures and projects to enhance the 
attractiveness of Namegawa Town over 
the long term.

　
令
和
７
年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
た
「
第
５
次
滑
川

町
総
合
振
興
計
画
」の
後
期
基
本
計
画
が
進
行
中
で
す
。

行
政
運
営
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
施
策
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　
議
会
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
14
人
の
議
員
で

構
成
さ
れ
、
町
民
の
意
見
を
正
し
く
把
握
し
、
反
映
さ

せ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
定
例
本
会

議
は
年
４
回
開
か
れ
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
議
会
も
招

集
さ
れ
ま
す
。
議
会
は
公
開
さ
れ
、
誰
で
も
傍
聴
で
き

る
ほ
か
、
音
声
配
信
し
て
お
り
、
審
議
内
容
や
結
果
を

「
議
会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

Administration and Assembly
Regarding administrative management, based on the late-stage basic plan of the 5th Namegawa Town Comprehensive Promotion 
Plan, we aim to improve the efficiency of the Town’s administrative management and implement effective measures.
The Assembly advances community development while properly understanding and reflecting the opinions of Town residents. 
Regular plenary sessions of the Assembly are held four times a year, and extraordinary sessions are also held as necessary. Assembly 
sessions are open to the public, so anyone can observe the meetings and receive announcements via audio streaming or the Assembly 
Newsletter.

行政・議会
ASSEMBLY / ADMINISTRATION

ピカッと輝くまちへ

これからの
まちづくり

66
民生委員のあいさつ運動

広域連携

役場庁舎ロビー総合案内

議長／吉野正浩　副議長／松本幾雄

執行部　町長／大塚信一　副町長／小柳博司　教育長／上野　修

町議会

滑川まつりに出店し、
交流を深める宮城県松島町
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